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　　　2020 年度活動概要　第一部

　１.･･20 周年記念事業に関する報告

　龍谷大学ボランティア・NPO 活動センターは、2001年（平成13年）に「営利を目的としないボラ
ンティア活動を通じて、相互に学び合うサービスラーニングという共生の理念を具現化し、本学の教
育研究に寄与する」ことを目的に深草キャンパスに設置されました。その後、2004年（平成16年）に
瀬田キャンパスにもセンターが開設され、現在に至ります。
　センター設立20年目という節目を迎える2021年（令和3年）2月に、次の2点を目的に20周年記念事
業を実施するとともに、20年のあゆみと学生スタッフ卒業生および現役学生スタッフのアンケート分
析結果をまとめた20周年記念誌を3月に発行することに取り組みました。

　（１） センターの設立から現在までを総括し、本学の卒業生、在学生、教職員をはじめ、他大学の
教職員や大学ボランティアセンターの関係者等と共に、2020年12月〜3月にかけて実施した
アンケート等の結果なども参考にしながら、「大学におけるボランティアセンターの意義」
と「学生時代のボランティア経験が与える影響」について考え、大学ボランティアセンター
の可能性を考える機会を創る。

　（２） コロナ禍の中、「あたりまえの暮らしがいかに有難いものか」を痛感すると同時に、これま
での「あたりまえ」を社会全体で見直す必要性も求められている。コロナ禍で見えてきた
人々の偏見や差別感情、これまで自由に社会参加できなかった人々の存在への気付きなど
の経験を元に、これからどのような社会を作っていくのか、改めてボランティアの本質を考
え、ともに考える場を提供する。

はじめに

事　業　名 ボランティア・NPO活動センター･20 周年記念事業　ボランティアで未来を拓く

実施日時／場所 2021 年 2 月 11 日（木・祝）10：00 〜 15：00 ／深草キャンパス成就館
★オンライン形式で配信

実施主体／運営 ボランティア・NPO 活動センター
参加人数 最大視聴者数：181 名　※見逃し配信 145 回再生（3 月 14 日時点）　申込数：290 名
総合司会 頼田 翔平（理工 4）　松田 侑子（国際 4）

プログラムⅠ これまでの取り組み報告『なぜ、龍大ボラセンは元気に続いたのか？』
プログラムⅡ 学生スタッフ経験者へのアンケートから読み解く『龍大ボラセンは何を生み出せたのか？』　

交流プログラム 主に本学の学生スタッフ　元学生スタッフ　他大学の学生スタッフ等を対象とした交流会

プログラムⅢ
現役学生スタッフによる企画　『つなごう未来へのバトン　おくろう未来へのプレゼント』

【瀬田パート】「おくりもの」
【深草パート】「未来へのバトン〜ボラセンでつながれていくもの〜」

プログラムⅣ 対談　安田 菜津紀 氏（フォトジャーナリスト）×入澤 崇 龍谷大学学長
その他の取り組み 20 周年記念誌および本事業の各種広報

プログラムⅠ：20 年のあゆみ動画冒頭部分 総合司会を務めた 4 回生学生スタッフ
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20 周年記念事業に関する報告

【開会の挨拶】

　学長の入澤でございます。
本日は、コロナ禍のため、オンラインでの開催と
なりましたが、こうして多くの皆さまにご参加い
ただきましたこと、心から感謝申し上げます。

　2001 年 4 月に本学は、他大学に先駆けてボ
ランティア・NPO 活動センターを開設いたし
ました。今年で 20 年を迎えます。在学中、ボ
ランティア活動に勤しんでくれた卒業生は、学
生時代に得難い経験を積まれたかと思います。
当センターならではの学びがあったはずです。
本日は、多くの卒業生が参加してくれていると
のこと、大変うれしく思います。指導にあたっ
てこられた現センター長である筒井先生をはじ
めとする歴代センター長、そして協力していた
だいている先生方に心より感謝申し上げます。
また、学生のボランティア活動をこれまで支え
てくれているコーディネーターやスタッフの皆
さまに対し、心より御礼申し上げます。

　この 20 年間をふりかえりますと、日本各地
で地震や台風、豪雨などの自然災害が発生し、
そのたびに大きな被害が繰り返し起こっていま
す。また、それらの災害の被災地では、個人・
団体のボランティア活動が報じられ、ボラン
ティアへの関心と重要性が増してきております。
　本学でもボランティア・NPO 活動センター
が事務局となり、東日本大震災の復興支援活動
をはじめとするボランティア活動に多くの学生
が参加いたしました。このボランティア活動を
通して学生たちは、被災地の状況や抱える課題
と現実を目の当たりにし、多くのことに気づき、
そして深く考え、模索する機会を得たのであり
ます。

　さて、本学は 2019 年度に、創立 380 周年を
迎えました。創設以来、親鸞聖人が開かれた「浄
土真宗の精神」を建学の精神に掲げ、「真実を求
め、真実に生き、真実を顕かにする」ことので
きる人間の育成に努めてまいりました。
　本学では、すべてのいのちを大切にする利他
的な生き方を培います。私は、2019 年度の創立
380 周年において、基本コンセプトとして行動
哲学「自省利他」を掲げました。「自省」、自分
は果たしてこのままで良いのかと自らを省み、

「利他」、他者の安寧に資する行動を心がける。
この「自省利他」が、混迷の度合いを深める現
代社会にとりわけ必要と考えています。
　残念ながら、今、世界では、他者を排除しよ
うとする排他的感情が渦巻きつつあります。自
分さえよければいいという自己中心的な事象
が、昨今とりわけ目につきます。さらに、新型
コロナが私たち人間同士を物理的に引き離し、
つながりあうことを阻害しています。その一方
で、この新型コロナは、今後私たちがどうある
べきか問い直す機会を与えてくれたのではない
かと受け止めてもいます。コロナ禍の今だから
こそ、自分さえよければいい、ではなく「自省
利他」を実践し、互いに励まし合い、助け合い、
支え合い、共に力を合わせて困難を乗り越えて
行かねばなりません。

　本日のフォーラムは、『ボランティアで未来
を拓く』のテーマで、「大学におけるボランティ
アセンターの意義」や「学生時代のボランティ
ア経験が与えた影響」を踏まえつつ、今後の可
能性を考える。また、コロナ禍で見えてきた社
会課題にも触れ、改めてボランティアの本質や、
コロナ禍の中で求められる活動について考える
と聞いております。
　これからの人と人との新たなつながり方を模
索するうえで、大きなヒントが得られるのでは
ないかと期待しております。

　開催準備にあたってくれた学生スタッフのみ
なさん、こうした機会を設けてくれて本当にあ
りがとう。最後になりましたが、ご参加の皆様
にとって実り多いフォーラムとなりますこと、
心から念願し、私のご挨拶とさせていただきま
す。本日は、ありがとうございます。

開会にあたり挨拶する入澤 崇 学長
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プログラムⅠ これまでの取り組み報告『なぜ、龍大ボラセンは元気に続いたのか？』　
実施・配信時間 10 時 10 分〜 10 時 55 分

出演および
関係者

【講　　演】筒井 のり子 センター長（社会学部教授）
【動画制作】國實 紗登美 コーディネーター　竹田 純子 コーディネーター
【動画出演】深草・瀬田の学生スタッフ有志

1．趣旨・目的
　設立 20 年を迎えるにあたり、大学ボランティ
アセンターの役割と設置数などの現状を踏まえ
つつ、龍谷大学ボランティア・NPO 活動セン
ターの特徴や、ここまで続いた理由などを参加
者に改めて知ってもらうために実施しました。

2．概　要
　筒井のり子センター長が、パワーポイントの
スライドを中心に、一部動画を交えながら以下
の流れで講演しました。
①  センター設立から 20 年のあゆみや、これま

でのセンター事業、学生スタッフの活動など
をダイジェストにまとめた動画上映

②  龍谷大学ボランティア・NPO 活動センター
の概要・運営体制や今までの学生スタッフ企
画などの紹介

③  現役学生の一言コメント動画『なぜ、龍大
ボラセンは元気に 20 年続いたと思うか？』
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④  センター設立の経緯や活動場所の推移、職員
体制などを交え、龍大ボラセンが元気に 20
年続いた理由を説明

3．参加者の声・得られた効果など
　視聴者アンケートでは、以下のような声が得ら
れました。

 ・ ご関係者、卒業生、教員の方々のサポートの根
底には、建学の精神が大学の教育の中でしっか
りと反映されているという印象を受けました。

 ・ ボラセンは学生が自分たちで声を上げ、創って
きたのだと改めて感じました。ボランティアを
紹介するだけでなく、自分たちが企画してボラ
ンティア活動を行い拡めていく、というところ
が印象的でした。

 ・ 常に学生の声を受け止め、ともに行動していく
姿勢、そしてより良い方向へ変革していく力が
ボラセン全体にあるのだと感じました。学生を
常に真ん中に置きながら、日々取り組まれてい
るという印象を受けました。

 ・ 一般の方はあまり興味がないであろうが、大学
関係者には興味がある大学内の会議の持ち方
等についてまでお話しいただき、共感できると
ともに大変参考になった。コーディネーターの
任期がないというのは驚きとともに、人事異動
のない専門職というのは大学のような組織の中
ではマネジメントすることの困難さを伴うので
はないかとも感じた。

・ 20 年のプロセスの中では、本日報告されなかっ
たことも含めていろいろな苦難や喜びもあった
と思います。しかし、学生の主体性を軸に、信
念をもってボラセン運営を進めてこられたこと
がとても伝わり、大変感銘を受けました。 
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プログラムⅡ 学生スタッフ経験者へのアンケートから読み解く『龍大ボラセンは何を生み出せたのか？』
実施・配信時間 11 時 00 分〜 12 時 00 分

出演および
関係者

【アンケート分析報告】國實 紗登美 コーディネーター
【元学生スタッフインタビュー】
伊藤 ゆかり（2011 年度社会学部卒）　池上 慎平（2012 年度法学部卒）
玉置 友圭子（2012 年度国際文化学部卒）　西山 大樹（2018 年度政策学部卒）
竹田 純子 コーディネーター（聞き手）

【アンケート総括】工藤 保則 センター委員（社会学部教授）
筒井 のり子 センター長（社会学部教授）

1．趣旨・目的
　2020 年 1 月〜 3 月にかけて元学生スタッフ
や現役学生スタッフに向けて実施したアンケー
トの結果から見えてきたものを分析・報告し、
在学時に役職を経験した元学生スタッフへ当時
をふりかえるインタビューを行いながら、「大
学におけるボランティアセンターの意義」と「学
生時代のボランティア経験が与える影響」につ
いて考え、大学ボランティアセンターの可能性
を考える機会を創りました。

2．概　要
　【アンケート分析報告】
　國實コーディネーターより、『学生スタッフ・
元学生スタッフ「ボランティア」および「大学
ボランティアセンター」に関する意識調査』の
分析結果について、パワーポイントでグラフな
どにまとめたものを見ていただきながら報告し
ました。
　調査概要と報告内容の一部は次の通りです。

○ 学生スタッフとしての生活の充実度や、学生生活
の中でセンターの活動が占めた割合について

○ ボランティアセンターが大学にある意義や、ボ
ランティアコーディネーターの存在について

調査の概要

■調査の目的
　大学内にボランティアセンターがあることの意義
や学生時代のボランティア活動が進路に与える影響
等を明らかにし、今後のボランティア・NPO 活動
センターの運営に役立てると共に、大学ボランティ
アセンターの運営に関わる人たちにも役立てる。
■調査方法
・卒業生： 郵送による配布・回収　（一部、卒業生

の希望によりメールにて配布・回収）
・在学生：対面による配布・回収
■調査期間
・卒業生：2020 年 1 月 8 日（水）から 237 通を配布、
　　　　　1 月 29 日を返信期限として 111 通回収。
 　  （※一部、メールにて配布、2 通回収）
・在学生： 2020 年 2 月 3 日（月）から 3 月 13 日（金）

まで配布し、68 通回収。
■回収状況 　181 通（卒業生・在学生合計）　
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○ 学生スタッフ経験から身につけた力や、卒業
後のボランティア活動について

　

【元学生スタッフインタビュー】
　役職経験のある卒業生 4 名とオンラインで繋
ぎ、竹田コーディネーターがインタビューしま
した。学生スタッフ時代の写真を見せながら、
印象的だったことや学生スタッフ仲間と一緒に
頑張ったことをふりかえり、センターやコーディ
ネーターの存在が自分にとってどのようなもの
だったか、また、役職経験がどのように現在に
活きているかなどを、具体的なエピソードを交
えてお話しいただきました。

　　　　　　　　　　

【アンケート総括】
　社会調査が専門で今回のアンケートを監修し
た工藤センター委員より、アンケート内容を検
討する段階から回収後の分析・報告に至るまで
のエピソードを交えながら、コーディネーター
と共に作り上げた本調査の意義について筒井セ
ンター長と意見交換をしました。

3．参加者の声・得られた効果など
　視聴者アンケートでは、以下のような声が得
られました。竹田 コーディネーターと元学生スタッフのみなさん

ボランティア中の学生時代の池上さん

10 周年事業の時の伊藤さんと玉置さん

学生スタッフ企画で話す西山さん

工藤 センター委員と筒井 センター長
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　・ ボランティアセンターは、学生のリーダー
シップ開発に大きく貢献できたのだという
ことがよく分かりました。コーディネーター
や学生が主体となりながら、社会学の専門
家を巻き込んだ調査研究を行い、その結果
を可視化できたことは大きな成果だと思い
ます。

　・ 積極的かつ主体的にボランティア活動に取
り組んできた歴代の学生メンバー、それを
継承している現役メンバー、それらを長年
にわたりサポートしているボラセンスタッ
フの皆様、それぞれの立場の内面から生み
出されているのは、まさに入澤崇学長が強
調されておられる「利他」を実践する人間
像だと思います。

　・ 「良かった」というお話ばかりだったような
気がする。今後の課題なども詳しく聞きた
かった。

　・ ボランティアは得てして感覚や個人的な熱
量で「これが成果だ」と主張する人や組織
が多いが、社会調査法に基づいた量的調査
をしっかりされているのは驚きとともにう
らやましいと思った。一方で質的調査もで
きるであろうコーディネーターと学生の結
びつきの強さも感じた。また現役の学生だ
けでなく卒業生とコーディネーターがしっ
かりつながっていることはなかなかできる
ことではないので、すごいなと思った。

　・ 学生の追跡調査はとても興味深かった。卒
業生の結果について、アンケートに答える
卒業生はポジティブな評価をしやすいので
はないかと気になったが、解析されている
とのことだったので、結果を拝見するのが
楽しみです。

交流プログラム 20周年事業参加者（元学生スタッフ、他大学ボラセン、地域団体など）と現役学生スタッフの交流会

実施・配信時間 12 時 00 分〜 12 時 55 分
（開始前に、学生スタッフからの 20 年をふりかえるプレゼント動画を放映）

企画メンバー

【深草キャンパス】
神田 瑞季（経済 3）　西野 亜優（経済 3）　安本 大輝（法学 3）　谷垣 俊弥（法学 2）
井関 萌乃（文学 1）　喜多 真央（文学 1）　岡田 祐依（経済 1）　三野 涼介（経済 1）
松本 航紀（経営 1）　 山本 那津子（短大 1）

【瀬田キャンパス】
松本 優甫（理工 3）　東　 里音（社会 3）　木下 綾華（社会 3）　佐藤 瑛蓮菜（社会 3）
高岡 宏幸（社会 3）　土肥 亮太（社会 3）　南　 佳奈（社会 3）　余村 瑠香（社会 3）
近藤 真佑華（農学 3）　橋本 奈津子（農学 3）　小沼 芳暉（理工 2）　安原 拓真（社会 2）
吉岡 秀太（社会 2）　川上 賢人（農学 2）　岸野 洋祐（農学 2）　小谷 悠真（農学 2）
大和 虹輝（農学 2）　髙橋 慶多（社会 1）　深木 真人（社会 1）　谷垣 美幸（農学 1）
鳴海 彩紀（農学 1）

【動画制作】渡中 新太郎（農学 3）

1．経緯・目的
　ボランティア・NPO 活動センター設立 20 周
年事業の交流プログラムにおいて、参加者間の
コミュニケーションを図る場や息抜きの場が必
要だと考え、このような交流の場を企画しました。
　また、この交流プログラムは全行程の休憩時
間に実施し、冒頭には学生スタッフ制作のプレ
ゼント動画を放映しました。

2．概　要
○タイムスケジュール
　12：00   学生スタッフからのプレゼント動画放

映、交流プログラム開始・開会式
　12：10   参加者がトークルームに移動、交流開始
　12：45  交流終了・閉会式
　12：55  プログラム終了
○トークルームのテーマ
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　ルーム 1　 コロナ禍の今、良いチーム作りのた
めに、どんなことを意識する？

　ルーム 2　 あなたが今、大学生ならどんなボラ
ンティア企画をしますか？

　ルーム 3　 龍大ボラセンの紹介と他大学のボラ
センとの比較

　ルーム 4　龍大ボラセンの今と昔を語り合おう！
　ルーム 5　 東日本大震災復興支援ボランティア

を語り合う
　ルーム 6　ボランティアに興味を持ったきっかけ
　ルーム 7　 ボランティアをしたことによる自分

自身の変化
　ルーム 8　ボランティア経験が生かされた場面
　ルーム 9　ボランティア体験を語り合う
　ルーム 10　就活に向けてのアドバイス
　ルーム 11　大学生のうちにやっておくべきこと
　ルーム 12　大学時代のエピソード
　ルーム 13　聞かせて！社会人経験談

3．参加者の声・得られた効果など
　・地域団体でも参加しやすくて良かった。
　・ 学スタがスムーズに司会を務めてくれてす

ごいと思った。
　・卒業生の声が聞けて良かった。
　・ 先輩と直接話をさせていただけて、有意義

でした。卒業生から一言いただけることは
良い経験で、うれしかった。20 周年があっ
たからこそできたこの会で聞けたお話を忘
れないようにしたい。

　・ 世代や地域を越えて、卒業した先輩や現役
学生と交流できて楽しかった。

　・ 先輩方からいろんなお話を聞かせていただ
いて、とても有意義で楽しい時間になりま
した。あっという間でもっと話したい！と
なるくらいでした。

4．学んだこと・今後の課題
　この企画では瀬田・深草両キャンパスの学生
スタッフで協力して行ったり、リハーサルでも
両キャンパスの合同 LINE で呼びかけを行った
りしたことで、準備の段階から両キャンパスで
交流を深めることができました。事前にトーク
ルームごとにリハーサルを 2 回ずつ行い、そ
こで気づいたことを LINE で共有することでリ
ハーサルに参加できなかった人も注意点等を確
認することができて良かったです。
　また、今年度は新型コロナウイルス感染症感
染拡大の影響により、多くの企画が中止になっ
てしまいました。1 回生は本来、夏休みや秋の
行事などで企画の経験を積みますが、それがで
きませんでした。この 20 周年事業の機会を活か
して、1 回生にも企画への参加の機会を作るこ
とができ、トークルームの司会などの運営等で
経験を積んでもらったのは良かったと思います。
　一方、反省点としては、トークテーマごとに
参加者に偏りがあり、人数の多かったルームで
は話し足りなかった参加者もいたようなので、
声かけをするなど人数が分散する工夫が必要
だったと考えます。
　上記の参加者の声にあるように、卒業生や地
域の方と現役の学生がコミュニケーションを取
ることができたので、楽しい時間を作ることが
でき、目的を達成できたように思います。

〈報告者：谷垣 俊弥〉  

トークルーム運営中の学生スタッフ

トークルーム運営の学生スタッフと元学生スタッフなど参加者のみなさん 学生スタッフ制作の 20 年を
ふりかえるプレゼント動画
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プログラムⅢ 現役学生スタッフによる企画　『つなごう未来へのバトン　おくろう未来へのプレゼント』
実施・配信時間 13 時 00 分〜 14 時 00 分

企画メンバー

【瀬田パート】「おくりもの」
青山 友香（社会 3）　赤木 宏斗（社会 3）　東　 里音（社会 3）　木ノ上 莉那（社会 3）
堤　 花成（社会 3）　平井 美来（社会 3）　大屋 晴太郎（農学 3）　渡中 新太郎（農学 3）
矢羽田 聡志（理工 2）　朝野 健太（社会 2）　家原 美月（社会 2）　井尻 由梨香（社会 2）
一色 剛滉（社会 2）　杉山 わかな（社会 2）　林　 大誠（社会 2）　遠藤 瑞規（先端 1）
小川 俊也（社会 1）　片岡 克望（社会 1）　髙橋 慶多（社会 1）　松村 優輝（農学 1）

【深草パート】「未来へのバトン〜ボラセンでつながれていくもの〜」
吉田　 樹（法学 4）　安本 大輝（法学 3）　世田 丈貴（法学 3）　浜田　 葵（文学 2）
早川 歩伽（文学 2）　石井 翔大（法学 2）　園原 　聖（法学 2）　竹内 裕人（法学 2）
谷垣 俊弥（法学 2）　徳田 光輝（文学 1）　崇田 ゆきの（文学 1）　大原 健太郎（経営 1）
稲継 由奈（国際 1）

1．経緯・目的
　ボランティア・NPO 活動センターが 2001 年
に発足してから 20 年を迎えました。この節目
に活動している現役学生スタッフとして、設立
20 周年事業のプログラム３で参加者に以下の
ことを発信します。
　【深草】
　まず、未来の学生スタッフに 20 周年の時に
はこんなすごい企画をしたんだと感じてもらえ
るようなものを作りたいとなりました。そして
これからのボランティア・NPO 活動センター

（未来）につないでいくために、今までの活動（過
去〜現在）で私たち自身が頑張ったことや苦労
したことをふりかえり、今後私たちが取り組ん
でいきたいことや挑戦する思いを伝えます。
　【瀬田】
　未来のセンターがつまずいた時や 2030 年の
事業が行われるときなどに参考になるものを残
し、未来の学生スタッフの指針になるようなも
のを作りたいと考えました。私たちは未来の
センターが発展していくことを望んでいます。
よって未来のセンターがどうすればもっと良く
なるのかを考え、未来の学生スタッフに自分た
ちの意見を残そうと考えました。「ボラセンの
未来を明るくする」を目標とし、オンラインプ
ログラムを実施します。

2．概　要
　 13:00 〜 13:03　 挨拶と瀬田・深草の企画趣

旨説明
　13:03 〜 13:26　①瀬田の発表
　13:26 〜 13:50　②深草の発表
　13:50 〜 13:55　 ③参加者の感想を全体で共有
　13:55 〜 13:56　まとめ

①瀬田の企画概要
　この企画を行うにあたっての目標を「ボラセ
ンの未来を明るくする」としました。そしてこ
の目標のもと、「ボラセン向上委員会」「学スタ
向上委員会」の二班に分かれ、それぞれの視点
からセンターの未来がどうすればより発展する
のかを考え、パワーポイントを使用し、発表を
しました。
②深草の企画概要
　「未来へのバトン　ボラセンでつながれてい
くもの」を企画のタイトルとし、今まで先輩が
やってきた活動や 2020 年のコロナ禍での活動、
またなりたい自分や未来に伝えたいことなどを
動画にまとめました。
③参加者の感想を全体で共有
　参加者からプログラム３全体に対する感想を
Zoom チャットに書き込んでもらい、それを読
みあげながら感謝を伝えるなど、LIVE で双方
向のコミュニケーションを行いました。

司会進行役を務めた瀬田と深草の学生スタッフ
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3．参加者の声・得られた効果など
　 ・ 今年一年や過去に何があったのかを伝える

だけでなく未来へつなぐという視点が良
かった。

　 ・ １回生にもスポットを当てていて後輩たち
に受け継いでいく意思を感じることができ
てよかった

　 ・ 学生のボラセンの未来への想いがひしひし
と感じられた。

　 ・ 自分たちの伝えたいことを整理し、みんな
で話し合って納得したうえで進めていくと
いう一番大切なことを妥協せずにできた。

4．学んだこと・今後の課題
　【深草】
　・ 実際に役割を分担して動画作成に専念でき

たのは 12 月に入ってからで、過密なスケ
ジュールになってしまいました。だからで
きることは早め早めにやることを心掛けて
いき、スケジュール管理をしっかりしてい
く必要があると感じました。

　・ 企画メンバーを最初に決めていなかったこ
とにより、一人でいろいろなことを抱え込
んでしまった人がいたため、企画メンバー
のような話し合う仲間を絶対つくっておく

必要がありました。
　・ 今回のような動画を作る技術はこれからも

必要になる可能性が高いので、主に動画作
成をした人を中心とした簡単な動画作成セ
ミナーのようなものを開催して、学生ス
タッフの動画作成の技術の向上を図っても
良いと思いました。

　【瀬田】
　・ 企画を始めるのが遅れていたため、後半の

スケジュールが過密になってしまいました。
ある程度のスケジュールを事前に決め、予
定を立てていくなどの対応が甘かったです。

　・ ミーティングに参加しているメンバーが少
なく、固定化されていました。参加できな
いのであれば事前に連絡をしてその人の意
見を聞いておくなど、不参加でも協力でき
る部分はあったのでそういったことをすべ
きでした。

〈報告者：石井 翔大、朝野 健太〉

瀬田の企画「おくりもの」の一場面
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深草の企画「未来へのバトン～ボラセンでつながれていくもの～」の一場面

プログラムⅣ 対談『ボランティアで未来を拓く』
実施・配信時間 14 時 00 分〜 15 時 00 分

出演 安田 菜津紀 氏（フォトジャーナリスト）×入澤 崇 龍谷大学学長

１．趣旨・目的
　この対談では、設立 20 周年記念事業『ボラ
ンティアで未来を拓く』のタイトル通り、学生
に「自分自身も社会を変えることのできる存在
であり、当事者である」のだと自覚し、仲間と
共に課題解決に向けて行動を始めるきっかけに
なることを目指しました。
　そこで、10 代の頃から様々な社会課題と
向き合ってこられた NPO 法人 Dialogue for 
People（ダイアローグ・フォー・ピープル）所
属フォトジャーナリストで、TBS テレビ『サン
デーモーニング』にコメンテーターとして出演
されている安田菜津紀氏をゲストに迎え、本学
入澤崇学長との対談を実施しました。

２．概　要
　安田氏には、ボランティアや社会課題と向き
合うことに繋がる様々な視点で、入澤学長と対
談いただきました。以下のお話しの中で「痛み
の共感」「リシンク＝立ち止まって考える勇気」
など、印象的な言葉の数々を聴くことができま
した。

　・ コロナ禍だからこその側面、例えば感染症
拡大で皆が不自由な生活を送らざるを得な
いことによって、その何倍も困難な状況に
ある人のことに気づいたり、オンラインを
活用した取り組みなど試行錯誤しながら生
まれてきたものもあること。

　・ SOS を発信するような状況は誰にでも起こ
りうる。声にならない声に耳を傾け、大き
なくくりの主語や数値化することによって
見えなくなる個々と関係性を作っていける
のがボランティアの醍醐味。

　・ 東日本大震災に関する安田氏自身のエピ
ソードを通して、伝えること、寄り添うこ
と、ボランティアすることの難しさについ
て入澤学長と意見交換。

　また、最後に入澤学長が預かった学生からの
安田氏への質問に対しても、丁寧にお答えいた
だきました。

３．参加者の声・得られた効果
　・ いろいろな場面や境遇を見てきている安田

氏だからこその視点や、入澤学長のご経験
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からの学生に対する思いなど、自分にな
かった考えを新たに知ることができた機会
になりました。

　・ 安田氏の「奇跡の一本松」に関するお話を
拝聴し、一つの事象について様々な立場か
らの見方や考え方があり、そこから生まれ
る評価や価値観もまた一様ではないという
ことを再認識しました。

　・ 「のっぺらぼうになってしまう」という言
葉が印象的でした。興味のないこと・遠い
国の出来事は疎遠になりがちだが、焦点を
当てることで見えてくるもの、自分事と捉
えられることなど実際に現地に赴いている
方からの言葉は重みがありました。

　・ 伝えることの難しさは難題だなと感じまし
た。ひとりひとり価値観が違うなかで、ど
のように伝えるか、これも相手の考えや生

い立ちなど様々な要因が絡み合っており、
非常に難しいものだと思います。伝えるこ
と、伝わることは非常に難しいものですが、
私も考え続けていきたいと思います。

　・ ボランティアで、できることが見つけられ
ることもあれば、できない自分が浮き出る
こともあり、他人を支援しているつもりで
も自分を知ることにつながっているのだと
わかりました。共感は「他人ごと」を「自
分ごと」にすることであり、そのなかでの
気づきが根源的な学びへの動機にもなるこ
とがわかりました。また、独りよがりでは
ない支援のために、相手の気持ちを聞きな
がら活動する大切さを改めてお聞きするこ
とができたので、忘れないようにしたいと
思います。

入澤 崇 学長と安田 菜津紀 氏の対談の様子
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【閉会の挨拶】

　みなさま、朝 10 時から 4 つのプログラム、昼
休みの学生の交流企画をお届けしてまいりまし
た。いかがでしたでしょうか。
　プログラムⅣの対談で、安田さんが「コロナ禍
で大変だけれども、その中から試行錯誤をして生
み出されているものがある」とお話しされていま
した。そして、入澤学長も「このコロナ禍は大変
だけれども、何か新たな一歩を踏み出す、そうい
う良い機会としていく必要があるのではないか」
と述べておられました。今回の 20 周年の記念事
業は、まさにそうだったと思います。

　この 20 周年のイベントに関しては、1 年以上
前から検討してきました。当初は、一堂に集まっ
て対面でという内容を企画していましたが、コ
ロナ感染拡大の状況下、延期、中止、規模縮小
等、どのように実施するべきか関係者で検討を重
ねたのち、オンラインで開催することになりまし
た。その結果、ご覧いただいたように学生と協力
しながら、動画作成をはじめとするさまざまな工
夫を凝らして、チャレンジしたものになりました。
単に新しいスキルを使いこなせたというだけでな
く、今回この形で実施できたというのは非常に大
きな意味があったと思っています。

　現役学生スタッフによる企画のプログラムⅢで、
1 年生がたくさん登場していたことに、お気づき
いただけたでしょうか。前期は入構制限などで実
際の活動は後期から始まったため、1 年生はセン
ターの事業や地域でのボランティア活動を経験で
きていません。ともすれば、今までのことを知っ
ている上回生だけで企画を進めていこうというこ
とになりかねないところ、今回多くの 1 年生・2 年
生も積極的に参加して役割を果たしてくれました。
　設立以降の膨大な写真の中から選んで動画を作
成したり、過去の資料をもう一度見直したりといっ
たプロセスの中で、センターの重要な理念や先輩
たちが大事にしてきたような想い、それらを単に
誰かから言葉で伝えられるのではなく、実体験、
追体験のような形で感じてくれたのではないかと
思います。そのことがこの 20 周年の事業として
とても大きな意味があった、バトンをいろんな形
で繋げていけるのではないかと思っています。

　本日は約 200 名の方、沖縄から東北、それか
らフィリピンからもご参加いただきました。そし
て各地にいる卒業生のうち、オンラインだからこ
そ登壇していただけた方もいました。これからま

だまだコロナの状況や大変なことが多々起きると
思いますが、私達は世の中の動きに関心を持ち、
色々な痛みに敏感になってそれを共有し、そして
様々な他者ときちんと対話をして協働していける
学生や、自分の言葉で自分の想いや考えを語って
いける学生が育っていくことを願って、教職員・
学生スタッフ一同、ボランティア・NPO 活動セ
ンターの運営をこれからも頑張っていきたいと思
います。引き続き、皆様方のご協力・ご支援をよ
ろしくお願いいたします。

　本日は、長時間ご参加いただき、誠にありがと
うございました。これを持ちまして、閉会のご挨
拶とお礼のご挨拶とさせていただきます。ありが
とうございました。

【視聴いただいた皆さんからのメッセージ】
　・ コロナ禍の大変な中、先週の東日本大震災

10 年のイベントに続き、このセンター創設
20 周年の事業にも取り組まれたこと、あっ
ぱれです。お疲れさまでした。両イベントと
も、とても素晴らしいものでした。しかもと
もに学生の皆さんの参画によって練られ、進
行されたことにも感銘を受けました。両セン
ターのコーディネーターの皆さんや教職員の
皆さんの支えも含めて、素晴らしい取り組み
でした。今後も、この姿勢を継続・発展して
いただくことを期待しています。

　・ 20 周年、おめでとうございます。記念すべ
き年に未曾有の出来事が起こり大変だった
とは思いますが、1 〜 4 回生までが協力して
1 つのものを創り上げている作品を見てこれ
からも元気に続いていくのだろうと感じまし
た。ボラセンに所属していたことを誇らしく
思います。今後もこのような状況が続き大変
かとは思いますが、頑張ってください。

　・ 素晴らしい企画をありがとうございました。
オンライン開催により、遠隔地からも参加で
きて非常にありがたかったです。これからも
時代に沿った大学ボラセンの姿を見せ続け
てください。



19

20 周年記念事業に関する報告

その他の取り組み 20周年記念誌･および･本事業の各種広報

取り組み期間など 20 周年記念事業広報期間：2020 年 11 月〜 2021 年 3 月
20 周年記念誌発行：2021 年 3 月 31 日

記念誌関係者

【執　筆】 筒井 のり子 センター長（社会学部教授）　ヒギンズ尚美 コーディネーター
國實 紗登美 コーディネーター　竹田 純子 コーディネーター

【寄　稿】現役学生スタッフ　元学生スタッフ　関係教員　関係団体の皆さん
【協　力】工藤 保則 センター委員（社会学部教授）　猪瀬 優理（社会学部准教授）
【編　集】ヒギンズ尚美 コーディネーター　國實 紗登美 コーディネーター

広報関係者

【チラシ制作】上手 礼子 コーディネーター
【動画制作】一色 剛滉（社会 2）　渡中 新太郎（農学 3）　世田 丈貴（法学 3）
　　　　　  國實 紗登美 コーディネーター

【動画出演】深草・瀬田の学生スタッフ有志
【広報統括】中島 崇史（職員）

1．趣旨・目的
　2021 年に設立 20 周年を迎えるボランティ
ア・NPO 活動センターには、多くの学生ス
タッフが在籍しているのが特徴の一つとなっ
ています。
　そこで、センター黎明期から近年に至るま
で、学生スタッフとして活動した元学生ス
タッフと現役学生スタッフに、「大学内にボ
ランティアセンターがあることの意義」や「学
生時代のボランティア活動が進路に与える影
響」等を明らかにするための意識調査を実施
し、今後の当センター運営に役立てると共に、
大学ボランティアセンターの運営に関わる人
たちにも役立てるものにしたいと考えました。
　このアンケート結果を分析・考察したもの
を 20 周年記念事業で発表すると共に、セン
ター 20 年のあゆみを簡易にまとめたものと
合わせて 20 周年記念誌として発行すること
になりました。
　それと同時に、記念誌発刊も含めた一連の
20 周年記念事業の広報についても、動画作成
や SNS 発信を活用した形で取り組みました。

2．概　要
　【20 周年記念誌】
以下の構成で 1,000 部発行し、公式 HP にも
掲載しました。
　・巻頭言　龍谷大学学長　入澤　崇
　・ 設立 20 周年によせて〜関係団体からの

メッセージ〜
　・第 1 章　 ボランティア・NPO活動センター

の 20 年をふりかえって

　・第 2 章　 ボランティア・NPO活動センター
の設立から現在に至るまで

　・第 3 章　主なセンター事業のあゆみ
　・第 4 章　 元学生スタッフ／学生スタッフ

「ボランティア」および、「大学
ボランティアセンター」に関す
る意識調査報告書

　【20 周年記念事業各種広報】
　以下のとおり作成・広報しました。
　① チラシ、ポスター：
　　関係団体に送付、学内に掲示
　②ボラセンの軌跡動画作成（20 本）：
　    公式 HP、SNS（Twitter、facebook）に掲載
　③ カウントダウン動画作成（12 本）：
　　SNS（Twitter、facebook）に掲載
　④  20 周年イベント全編動画（Youtube）

の見逃し配信と公式 HP へのリンク
　⑤ プレスリリース、学内各部署および大学

関係者メーリングリストへの発信等
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3．コーディネーター所感
　20 周年記念事業は、イベントと記念誌発
行を 2 つの柱に進めてきました。イベントの
企画内容だけでなく、その広報手段において
も様々な方法で、楽しみながら試みました。
　また、記念誌においては、執筆にご協力い
ただいた方、アンケートに協力してくれた学

生スタッフと元学生スタッフ、アンケート分
析に助言いただいた先生方など、多くの方々
にご尽力いただき完成したものだと実感して
います。みなさまのご協力に対し、心より感
謝申し上げます。本当にありがとうございま
した。

20 周年記念事業チラシ・ポスター Twitter へ掲載した学生スタッフ作成の動画を、
公式 HP の 20 周年記念事業お知らせページにも掲載

10 日前からカウントダウン動画を Twitter で発信

20 周年記念誌「ボランティアで未来を拓く」は
こちらからご覧いただけます。
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20 周年記念事業に関する報告

龍谷大学ボランティア・NPO活動センター 20周年記念事業
ボランティアで未来を拓く
2021 年 2月 11 日（木）10:00 ～ 15：00

　（申込数：290 名　当日参加数：259 名　※パネリスト含む）

アンケート回答数 77 件（見逃し配信含む）

参加者アンケート

②
38％

④
12％

③
18％

⑤
14％

⑥
9％

⑦
1％

①
8％

②
20％

④
74％

⑥
1％ ①

1％
⑤
1％

③
3％

④
1％③

3％

②
35％

①
61％

① 10 歳代
② 20 歳代
③ 30 歳代
④ 40 歳代
⑤ 50 歳代
⑥ 60 歳代
⑦  無回答

①  北海道・東北地域
　（北海道・青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島）
②  関東・甲信地域
　（埼玉・千葉・東京・神奈川・茨城・栃木・群馬・
　  山梨・長野）
③  北陸・東海地域
　（新潟・富山・石川・福井・岐阜・静岡・愛知・三重）
④  近畿地域
　（滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山）
⑤  中国・四国地域
　（鳥取・島根・岡山・広島・山口・香川・徳島・愛媛・
　  高知）
⑥  九州地域
　（福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄）

①  満足
②  やや満足
③  やや不満足
④  不満足

１．年代をご回答ください。

２．居住地域をご回答ください。

３．この度のイベントにご参加されての満足度をご回答ください。




